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手法により得られる経時的差分像上の結節状候補陰影の検出を行う CAD システムを提案する．提案する CAD シス
テムでは，ANN 識別器による最終的な結節状陰影候補領域の検出を行い，3D 表示を行うためのソフトウェアの開
発を行った． 
キーワード  コンピュータ支援診断，胸部 CT 画像，経時的差分像技術，非剛体画像レジストレーション 
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Abstract A temporal subtraction technique that is subtracted from previous image to current one is introduced as powerful 
tools in medical fields to diagnose abnormalities and temporal changes. It provided a computer aided diagnosis (CAD) tools on 
visual screening. Radiologist can easily detect lesions on images by compare of images. It is because the subtraction image can 
enhance the temporal changes, such as shaped of new lesions and/or the temporal changes in existing abnormalities by 
removing most of the normal background structures by subtraction of a previous image from a current one.  In this paper, we 
develop a CAD system to detect lung nodules on temporal subtraction based on non-rigid image registration and its application 
for 3D image viewer. In this CAD system, final abnormal areas are detected based on artificial neural networks and displayed 
on current images. 
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1. まえがき  
近年，医療現場では診断の効率化・精度向上を目的
と し た コ ン ピ ュ ー タ 支 援 診 断 (Computer Aided 
Diagnosis : CAD)の開発が注目されている．医師は，
CAD により示された結果を，診断時に「第 2 の意見」
として利用することができ，負担の軽減や診断能の向































2. 経時的差分像の生成と識別  
本稿では，経時的差分像生成のレジストレーション
における非剛体変形手法として Brunet らが提案した

















手法の Feature-Driven FFD を用いる．FFD とは変形パ
ラメータと Uniform Cubic B-Spline 関数を用い，画像
を非剛体に変形させる手法の一つである．本稿では，
Rueckert ら [4]が提案した FFD を改良したもので，変形




2 に示す．  

































図 1 経時的差分像生成の概略  
(a) 現在 CT 画像  (b) 過去 CT 画像  
(c) 経時的差分像  
図 2 経時的差分像の例  




表 1 ANN に用いる特徴量  
1.濃度値の平均値  7.不規則度  
2.濃度値の標準偏差  8.球形度  











像 fxy， y-z 平面画像 fyz， z-x 平面画像 fzx の 3 面間の正
規化相関である．領域が球に近ければ， 3 面間の正規
化相関の値は 1 に近づく（式 (1)）．  
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),(   (2) 
ここで、 f(i,j)，g(i,j)は画像 f，g のそれぞれの画素値， 





タでは，図 4 に示すように，注目点 x を中心とした放
射状に線領域を設定する．さらに， x を中心とした内
径 r，幅 d のリング形領域を設定する．次に，設定し
た線領域とリング形領域とが重なる領域 R i（ i=1,2…N）
に存在する全ての画素で，注目点とのベクトル集中度
































)(                (4) 
ここで，c i(x)は領域 R i 上にある画素と注目点とのベク
トル集中度である．θ i j は，注目点と R i の j 番目画素と
の位置ベクトルと j 番目画素のこう配ベクトルとがな
す角である．領域の面積と適応リングフィルタ高出力
領域との面積との比率 R は，以下のように定義される． 









る．R は，円形凸領域では 1 に近い値を示し，線状領
域では低い値を示すことが期待できる．  




























図 3 経時的差分像生成の概略  





4. 実験と結果  
4.1. 実験方法  
提案手法を胸部 CT 画像 30 症例に適用した．画像レ






で実験を行い，識別精度の比較を行った（図 5 参照）． 




96.8[%]および TP：87.1[%]のときの FROC 解析では，





















図 5 ベクトル集中度と正規化相関の評価  
 
 
図 6 構築した 3D ビュアーによる表示例  
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図 4 適応リングフィルタ  
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